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平成１８年１２月２０日１０時００分公表

平成１８年十勝管内農業産出額の推計について

平成１８年１２月２０日
十 勝 支 庁 産 業 振 興 部

Ⅰ 推計の前提
本推計は、十勝支庁が独自に行ったものであり、北海道農政事務所統計部が公表した関係数

値と各農業協同組合、ホクレン農業協同組合連合会及び家畜取引市場等の取り扱い実績並びに
市場動向等を勘案して試算している。

Ⅱ 平成１８年の概要

農業産出額は、昨年を下回る ２,４０６億円

今年の農業産出額は、畑作物の不振や生乳の減産等の影響で耕種部門及び畜産部門ともに
生産量・額が昨年を下回ったが、野菜・肉用牛の生産販売が堅調に推移し、十勝支庁の推計では
過去５番目となる２,４０６億円の見込みとなった。

（１）耕種部門
耕種部門では、春先の融雪の遅れによる植付作業の遅れや６月から７月にかけての低温日照不

足などにより生育が遅れ、７月下旬以降は天候が回復したものの、全般的に数量が伸び悩み昨年
を下回る作柄となった。
小麦は、一等麦比率は向上したものの収穫量の減から、産出額は昨年を下回る見込み。豆類は、

小豆の取引価格が上昇し昨年を上回る見込みだが、収穫量の減少と大豆の取引価格の下落等によ
り豆類全体では昨年を下回る見込み。馬鈴しょは、作付面積は増加したものの収穫量の減等によ
り昨年を下回る見込み。てん菜については、収穫量の減、糖度の伸び悩み等により昨年を下回る
見込み。野菜については、高値取引などにより、昨年を上回る見込み。

◇耕種部門産出額 １，２１９億円（対前年比 ９４．１％）［構成比 ５１％］

（２）畜産部門
酪農は､飲用向け牛乳の消費低迷による乳価の低下、減産型の計画生産による乳量減少、個体

販売も取引価格の低下のため、産出額は昨年を下回る見込み。
肉用牛は、全般で取引頭数及び価格が堅調に推移し、昨年を上回る見込み。

◇畜産部門産出額 １，１８７億円（対前年比 ９８．８％）［構成比 ４９％］

Ⅲ 推計結果

（単位：億円、％）
平成１８年産推計値 平成１７年（統情値） 前 年 対 比
産 出 額 構成比 産 出 額 構成比 増 減 額 前年比

麦 類 ３１５ １３ ３２８ １３ － １３ ９６
耕 雑穀・豆類 １４４ ６ １５２ ６ － ８ ９５

馬 鈴 し ょ ２６０ １１ ２７４ １１ － １４ ９５
て ん 菜 ２６４ １１ ３１３ １３ － ４９ ８４
野 菜 ２２０ ９ ２１０ ８ ＋ １０ １０５

種 そ の 他 １６ １ １８ １ － ２ ８９
小 計 １，２１９ ５１ １，２９５ ５２ － ７６ ９４
酪 農 ８４４ ３５ ８７８ ３５ － ３４ ９６

畜 生 乳 ７０４ ２９ ７２５ ２９ － ２１ ９７
肉 用 牛 ２８４ １２ ２６２ １０ ＋ ２２ １０８
豚 ・ 鶏 ５３ ２ ５７ ２ － ４ ９３

産 そ の 他 ５ ０ ６ ０ － １ ８３
小 計 １，１８７ ４９ １，２０２ ４８ － １５ ９９

総 合 計 ２，４０６ １００ ２，４９７ １００ － ９１ ９６
注 １） 平成１７年の農業産出額は、農林水産統計の概数値による。

２） 四捨五入の関係で、内訳と小計、総合計は必ずしも一致しない。
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Ⅳ 耕種部門別動向

○ 小 麦
作付面積は、昨年を１，５００ｈａ上回る４７，７００ｈａであった。
生育は、６月の低温、日照不足などにより４～８日遅れで推移し、その影響により粒数が少な

かったこのため、単収は昨年より５４ｋｇ下回る４４６ｋｇ／１０ａとなり、収穫量では昨年を
１８，０００ｔ下回った。一等麦比率は昨年に比べ向上したものの産出額は昨年を下回る見込み。

○ 豆 類
作付面積は、昨年を１，６００ｈａ下回る２３，０４０ｈａであった。
作付面積･収穫量の減､大豆の価格の下落により産出額は昨年を下回る見込み。

・大 豆
作付面積は、昨年を４３０ｈａ上回る５，１４０ｈａであった。
生育は、６月の低温、日照不足などの影響を受けたが８月以降は好天に恵まれ生育は順調に

回復した。
作付面積は増加したが収穫量が昨年を下回ることや、約４分の１を占める黒大豆の価格が大

幅に下落していることなどから、算出額は昨年を下回る見込み

・小 豆
作付面積は、昨年を１，２００ｈａ下回る１０，７００ｈａであった。
生育は、６月の低温、日照不足などの影響を受けたが８月以降は好天に恵まれ生育は順調に

回復し、単収は平年を上回った。
作付面積の減少により収穫量は昨年を下回ったが、取引価格が昨年に比べ上昇していること

から、産出額は昨年を上回る見込み。

・いんげん
作付面積は、昨年を８３０ｈａ下回る７，２００ｈａであった。
生育は、６月の低温、日照不足などの影響を受け、８月以降の好天により生育は回復したも

のの、単収は平年を下回った。
作付面積と単収の減少により収穫量が昨年を下回ることから、産出額は昨年を下回る見込み。

○ 馬鈴しょ
作付面積は、昨年を５００ｈａ上回る２３，６００ｈａであった。
生育は、融雪の遅れ等による植付作業の遅れ、その後の天候不順、８月以降の少雨になどの影

響により、総じて小玉傾向となった。
作付面積は増加したものの収穫量が昨年を下回り、産出額は昨年を下回る見込み。

○ て ん 菜
作付面積は、昨年とほぼ同じの２９，４４０ｈａであった。
生育は、融雪の遅れ等による植付作業の遅れや、その後の天候不順により２日～６日遅れで推

移したが、８月以降の好天により回復したが、総じて小ぶり傾向となった。
収穫量の減及び糖度の伸び悩みにより産出額は昨年を下回る見込み

○ 野 菜
６月の低温多雨、８月の雨不足などにより、主力野菜の収穫量が減少した。
昨年に引き続き長いもの取引価格が低迷しているが、７月の本州、九州などでの長梅雨や大雨

の影響から、人参、大根、白菜、キャベツなどの作物が比較的高値で取引され、産出額は昨年を
上回る見込み。
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Ⅴ 畜産部門別動向

○ 酪 農
生乳については、飲用向けの減少などから乳価が低下しており、減産型の計画生産により、生

産乳量も減少していることから、産出額は昨年を下回る見込み。
個体取引については、生乳減産による導入頭数の減少により、取引価格が低下しているため、

産出額は昨年を下回る見込み

○ 肉用牛
（子牛・素牛）

肉専用種については、取引単価が昨年を上回っており取引頭数も増加しているため、昨年を上
回る見込み。
乳用種については、家畜市場における取引頭数が昨年をかなり上回っており、単価がほぼ前年

並みを維持しているため、昨年を上回る見込み。
（肥育牛）

肉専用種については、枝肉価格が前年並みであるものの、と畜頭数が増加しているため、昨年
を上回る見込み。
乳用種については、枝肉価格、と畜頭数ともに堅調に推移したことから、昨年を上回る見込み

これにより、肉用牛部門全般で産出額は昨年を上回る見込み。

○ 豚
と畜頭数、枝肉価格とも前年を下回っており、産出額は昨年を下回る見込み

○ 鶏
採卵鶏、肉鶏とも飼養羽数は増加したものの、鶏卵、鶏肉とも取引価格が低下したことなどか

ら、産出額は昨年を下回る見込み。


